
� �

　校友会から　　　　　校友会総務　清水尚道

池田久美子選手に
在校生ら140人が熱い視線

　11月４日（日）、日本陸上競技トップアス
リートの 1 人、女子走り幅跳びで日本記録
を持つ池田久美子選手が来校されました。
　これは、専門学校鍼灸学科教員で、ス
ポーツトレーナーとして国内外を舞台に
活躍している松下美穂先生の「アスリー
トと共に歩む道」と題する特別講義にゲ
ストとして招いたもので、近年、希望者
が増加しているスポーツトレーナーにつ
いて在校生ならびに本校受験希望者に認
識を新たにしてもらおうと学生支援課が
中心となって企画しました。　
　参加者は専門学校・大学の在校生114名、
求人先から 13 名、学校説明会参加者 20 名、
計 147 名と、会場となった７階講堂は用
意した座席がほぼ埋め尽くされる、とい
う状態になりました。
　参加した在校生からは「選手側の生の
声が聞けてよかった」「トレーナーとして、

『選手を教育する』という概念が今まで無
かったが、そういう意識も必要であるこ
とがわかってよかった」「スポーツトレー
ナーという立場についての知識がなかっ
たが、今回、興味本位（有名選手が傍で
見られる）で参加した講義で、知ること

ができた」「トレーナーと選手の話が同時
に聞ける機会はなかなかないので、よかっ
た」「鍼灸の話をもっと聞きたかった」な
ど、前向きな意見が聞かれました。
　また当日は学校説明会、就職相談会の
同時開催ということで、特別講義につい
て学校説明会参加者や求人先にも告知し
たところ、問い合わせや質問が多く寄せ
られ、また当日も積極的に参加していた
だけるなど、学園の取り組みをＰＲする
よい機会となりました。今後は卒業生の
方々を含め、このようなイベントを年１
回でも定期的に実施するなど広報に力を
入れていきたいと考えています。

森ノ宮医療学園専門学校学生支援課　川鍋史一

鍼灸学科３年生（11 月現在）とともに。
中央が池田久美子選手、右端は松下美穂先生

清水尚道先生（司会）・池田久美子選手・松下美穂先生（左より）

　秋の彼岸の 9 月 23 ～ 24 日、中国地区で初めての交流会
を行いました。
　「臨床家を生み育てる」という大阪鍼灸時代から脈々と続
いているその伝統は、私の所属する中国地区でも花が咲き、
実を結んでおり、今回の交流会では、初日、広島県福山市
ニューキャッスルホテルにおいて、私たち中国地区で鍼灸
臨床に勤しんでいる校友会員のために、佐藤正人先生（6
期昼間部卒・日本臨床鍼灸懇話会理事）が臨床講習を行っ
てくださいました。この講習会では「臨床の森ノ宮」を十
分に醸し出せたことと思います。
　ところで、従来は講習会の後、親睦観光ツアーとなるわ
けですが、今回は日程の都合上、尾道～鞆の観光を先立っ
て行うこととなりました。尾道は志賀直哉、林芙美子、小
津安二郎、小林和作、そして大林宣彦等が足跡を残してい
る街です。ツアーはまず千光寺から尾道水道を眺め、林芙
美子ゆかりの喫茶店でくつろぎ、尾道ラーメンに舌鼓。そ
して最後にクルージングで海からの眺めと瀬戸の船旅をし
ばし楽しみ、潮待ちの港、鞆へ。鞆では江戸時代、朝鮮通

信使をもてなし、浮き世の風景と詠われた対潮楼で、唄を
歌っているような不思議な声音の住職から説明を聞き、あ
ぶと別館で魚料理、鯛そうめんを堪能しました。鯛そうめ
んは鞆の名物で、故森 秀太郎名誉理事長が「もう一度食べ
たかった」と言われたものでした。
　今回の交流会は、親睦を深めることはもちろんですが、鍼
灸技術を深めることのできた充実した２日間となりました。

　1 月 6 日（日）、ウェスティ
ンホテル大阪（大阪・北
区）で行われた森ノ宮
医療学園新年会にお
いて、森ノ宮医療大
学校旗が浜田暁校友会
会長より廣橋賢次学長に
贈呈されました。
　大学開学後最初の新年会ということで、会場には日頃お
世話になっている大学並びに専門学校の非常勤講師の先生
方をはじめ、㈱ビケンテクノの皆様、教職員、総勢 137 名
とこれまでになく多くの方々が出席され、着物姿も散見さ
れる華やかな雰囲気の中での贈呈式は、新しい出発を祝う
にふさわしいイベントとなりました。
　ところで今回はもう一つ、専門学校で柔道を教えていた
だいている笹田岩生先生の講道館柔道八段昇段のお祝いが
あり、笹田先生ご夫妻にお祝いの言葉と共に花束が贈呈さ
れました。また、森俊豪理事長（アルトサックス）・成田

真一（ギター）西田隆
志（ドラム）両先生に
よる新進ユニットに
よる演奏とともに竹
下イキ子先生の舞い

「柔」がこの晴れやか
な席に華を添えてい
ました。

森ノ宮医療大学校旗を贈呈
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大阪鍼灸専門学校鍼灸学科 2 期夜間部卒　杉原朝香中国地区で初めての交流会

■平成 19 年度 校友会 代議員会報告
　平成 19 年度森ノ宮医療学園校友会代議員会を平成
19 年 11 月 3 日に開催し、平成 18 年度の決算報告お
よび平成 19 年度の事業計画案についての審議を行い、
全員一致で承認されました。
　昨年４月の森ノ宮医療大学開学を機に、校友会も森
ノ宮医療学園校友会と名称変更して、新しいスタート
を切りました。これからも会員の皆様をバックアップ
できるよう尽力していきたいと思っております。
　最後になりましたが、ご多忙中にもかかわらずご出
席くださいました代議員の皆様にお礼申し上げます。
■ 19 年度交流会に 80 名
　恒例の校友会交流会を平成 19 年 11 月 3 日にハイ
アット・リージェンシー・オーサカ（大阪・住之江区）
にて開催いたしました。
　今回、交流会場となった同ホテルは森ノ宮医療大学
コスモキャンパスより徒歩数分のため、まず大学キャ
ンパス見学会を実施し、その後ホテルに移動して交流
会となりました。交流会ではビンゴゲームあり、森俊
豪理事長のサックス演奏ありと、和やかな雰囲気の中、
食事とおしゃべりで旧交を温めていただきました。
　来年度も交流会を実施する
予定です。より多くの校友会
員の皆様にお越しいただきた
いと思っております。どうぞ
よろしくお願いいたします。


